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万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店ま 
たはソニーの相談窓□に交換をご依頼くださし、。 

0 

禁止 


パーソナルオーディオドッ夺ング 


湿気やほこ日、ミ由煙、湯気のをい場所 
や直を]曰巧のおたる場所には置かない 


システム 

取扱説明書 


火災や感電の原因となることびあります。とく 
に風呂場では絶対に使巧しないでください。 

0 

禁止 


RDP-NWX500B 

お買い上げいただをありぴと5ございます。 

|-^-1電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、 

當警告 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 
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lA 警告 I 

ま全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
ま故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守り <ださい。 


ま全のためのミ主意事項を守る 


この「ま全のために」をよくお読みくださし、。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC アダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこりびたまっていないか、などを 
点検してください。 


故障した S 使わない 


動作びおかし<なったり、キャビネットや AC ア 
ダプターなどび破損しているのに気づいたら、 
すぐにお買い上げ店またはソニーの相談窓□に 
修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた6 



〇電源を切る 

〇 AC アダプターをコンセントか 5 巧く 
0 お買い上げ店またはソ ニーの 相談窓口に修理 
を依頼する 


警告表示の意は 

取扱説明書および製品では、なのよラな表示 
をしていまず。表示の内容をよ<理觸してか 
ら本文をお読み < ださい。 

この表示の注意事項を守らな 
I A ^£1_|7公|ぃと、火災•感電•破裂などに 
1/!\尼映 I よ n がわ+けわけがの A 宜 

事故び生じます。 


A 警告 


この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより死 
t や大けびなど人身事故の原 
因とな0ます。 


注意を促ず記号 

A A A 

'ま 意 乂災 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 ® ® (D 

禁止分解禁止めれ手禁止接触禁止 


行為を指示ずる記号 

C 〇 

つラグをコン 指 W 

セントから巧く 


下記のま意事項を守6な 
_ いと 

拉胃告 I 义災•感電•発 
熱•発义 にょり 巧 

ルが感電 t ゃ大けがの原因と 
なりまず。 


指定なかの AC アダプターを使わない 

家庭巧電源で使用ずるとをは、必ず指定の AC ア 
ダプターを使用してください。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧 
損の原因となります。 

0 

禁止 


内部に水や真巧を入れない 
本機の上に熱お員、巧)1など液体が 
入ったをのや□—ソクを置かない 

火災や感電の危険をさけるために、本機をホ:の 
かかる場所や湿気のある場所では使巧しないで 
ください。また、本機の上に花瓶などの水の入っ 
たちのを置かないでください。 

本機の上に、例えば火のついた□ーソクのぶラ 
な、火炎源を置かないで < ださい。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本体の 
電源を切り、 AC アダプターをコンセントから损 
を、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にご 
相談ください。 

0 

禁止 


雷び鳴日だした6、 AC アダプターに 
触れない 

本機や AC アダプターに触れると感電の原因とな 
0ます。 

题） 

接触禁止 


めれた手で AC アダプターにさね6な 
い 

感電の原因となることびあります。 



自然が熱を巧ばない 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧団の 
上または本箱や組み込み式キャビネットのよラ 
な通気び妨げられる狭いところに設置しないで 
ください。壁や家具に密接して置いて、自然放 
熱の妨げになるよラなことはしないで<ださい。 
過熱して火災や感電の原因となることびありま 
す。 



ま定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置<と、 
製品び落ちてけびの原因となります。 

0 

禁止 

AC アダプターは巧を是ししやすいコ 
ンセントに接続ずる 

本機は容易に手び届くよラな電源コンセントに 
接続し、異常び生じた場合は速やかにコンセン 
卜から损いてください。通常、本機の電源を切つ 
ただけでは、完全に電源から切り離せません。 

〇 

指巧 


コード類は正し<配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製 
品の落下や較倒などによりけびの原因となるこ 
とびあるため、十分注意して接続•配置してくだ 
さい。 


A 注思 


下記のま意事項を守6ない 
とけが i をしたり周辺の 
家財に損害を与ぇた 

0ずることびありまず。 


内部を開けない 


この表示の注意事項を守らな 

_ ^'1 と、感電やその他の事故に 

ミ主胃よりけびをしたり周辺の家財 

^-1に損害を与えたりすることび 

あ0ます。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因と 
なります。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• AC アダプターを掠<とさは、必ず電源コード 
のプラグ部を持って巧<。 


感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニー 
の相談窓□にご依頼ください。 

透） 

分解禁止 


はじめか6ボ y ユームを上ばずぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびありま 
す。ボリュームは徐々に上げましよラ。とくに、 
デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音の少 
ないデジタル機器を聞くときにはご注意くださ 
い。 

0 

禁止 

本機を航空機巧で使わない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ0ます。 

0 

禁止 

本機を医療機器の近くで使わない 

電波びむ臓ペースメーカーや医療巧電気機器に 
影響を与えるおそれびあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋内では使わない 
で < ださい。 

0 

禁止 

本機をむ臓ペースメーカーの装着部位 
か622 cm な上離ず 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

A 

を意 

本機を自動ドア、义が巧知おなどの自 
動制御機巧の近<ではほわない 

電波び彰響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ0ます。 

0 

禁止 


垃 i 危阔 

電池の液が漏れたときは、素手で液を 
をね5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、 ソニー 
の相談窓□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になるこ 
とびあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けてください。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけ 
びの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとさ 
には医師にホ目談してぐださい。 

電池を誤って交換ずると爆発ずる危険 
がありまず。必ず同ータイプのものと 
交換してくだをい。 


A 警告 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼 
児の手の届くところに置かない。万び一飲み 
込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、直ちに医師に柏談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れ 
る。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分辭、加熱しない。ショー 
卜させない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•イ呆管しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いをった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさち取りはずす。 

• ホ:などで磊らさない。風呂場などの湿気の多 
いところでは使わない。 


应^注意 I 

• 火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の 
車中など、高温の場所で使用•保管•放置しな 
い。 

• 指定された種類がの電池は使巧しない。 

• 廃棄の隙は、地方自治体の条例または規則に 
従って < ださい。 

機銘板は、本機の底面に表示してあります。 

AC アダプターは rJIS C 目1000-3-2」適合品です。 


本機は、国内専用でず 


fi/ueto が/}機器について 


おがでは国によって電波使巧制限びあるため、 

本機を使巧した場合、罰せられることびあります。 

〇 

指巧 

長時間使用しないとをは AC アダプ 
夕一を巧< 

長時間使巧しないと去は、ま全のため AC アダプ 
ターをコンセントから旅いて < ださい。 

运 

つラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際、 AC アダプターを巧< 

AC アダプターを差し込んだままお手入れをずる 
と、感電の原因となることびあります。 

蠢 

つラグをコン 
セントから抜く 


電池にごいての 
まを上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発义， 
誤飲にょる大けびゃ失巧を避 

けるため、下記のを意事頂を化ずお 
巧0< ださい。 


/本機では切下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認 < ださい。 


ボタン型電池 

U チウム電池 CR 2025( U モコン用） 

V _/ 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するとをに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、切下の事項を巧ラと法律に罰せられる 
ことびあります。 

• 本機を分辭/改造すること 

周波数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GH 之か62.4835 
GHz まで使巧でをますび、他の無線機器ち同じ 
周波数を使っていることびあります。他の無線 
機器との電波干渉を防止するため、次の事項に 
注意してご使巧ください。 


本機の巧用上のミち意事頂 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波 
数帯では電子レンジ等の産業‘科学‘医療巧機器 
のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等 
で使用されるを許を要する移量]体識別巧構内無 
線局、免許を要しない特定のル電力無線局、ア 
マチュア無線局等(切下 r 他の無線局」と略す)び 
運巧されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで r 他の無線局」 
が運巧されていないことを確認してくださ 
い。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電液干 
渉が党生した場合には、速やかに本機の使 
用場所を変えるか、または機器の運用を停 
止(電放の発射を停止）してぐださい。 

3. 不明な点その他お困りのことび起さたとさ 
は、ソ ニーの 相談窓□までお問い合わせく 
ださい。ソ ニーの 相談窓□については、本 
取扱説明書(裏面)をご覧ぐださい。 

この無線機器は 2.4 GHz 
帯を使庙します。変調方 
式として FH - SS 変調方式 
を採巧し、与干渉距離は 
10 m です。 


2.4FH1 

[ Z ] 


Blu が 00 かとその已二 I マ ~ クは 、 Bluetooth 
S に, INC の商標で、ソニーはライセンスに基づを 
使用しています。その他、本書に記載されてい 
るシステム名、製品名は、一般に各開発一力一 
の登録商標あるいは商標です。 


保証書とアフターサービス 

保証書 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切にイ呆存してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 


調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ<だ 
さい。 

それでら具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□の 
ご案灿にあるお近くのソニーの相談窓□にご相 
談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望 
により有料修理 させて いたださます。 

部品の巧有期間について 

当社では補修巧性能部品(製品の機能を維持する 
ために必要な部品)を、製造打ち切り媛6年間保 
有しています。 


使用上のご注意 


取り扱いについて 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

-温度び非萬に高いところ(40で1； (上) や低い 
ところめでじ(下)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-風呂場など湿気のをいところ。 

-窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

-ほこりのをいところ。 

ーテレビやプ□ジェクターのそば。 

ブラウン管タイプのテレビやプ□ジェク 
ターの近くで使巧する場合は充分に離して 
ご使用ください。本機をこれらに近づけす 
ぎると画面に色むらび生じる場合びありま 
す。 

•落としたり、強いショックを与えたりしない 
でください。故障の原因になります。 

• 本機の内部に液体や異物を入れないで<ださ 
い。 

•巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをしてく 
ださい。シンナーやベンジンなどは表面をい 
ためますので使わないで<ださい。 
•キャッシュカード、定期券など、磁気を利巧 
したカード類をスピーカーに近づけないでく 
ださい。スピーカー内部の磁石の影響でカー 
ドの磁気び変化し、使えなくなることびあり 
まず。 

設置場所についてのご注意 

•本機を大音量で再生すると、振動により設置 
場所によっては本機び移動することびありま 
す。 

本機び振動により落下しないよラ、設置場所 
にご注意ください。 

AC アダプターについて 

• コードを無理に曲げたり、上に重い物をのせ 
た0しないで<ださい。 

• AC アダプターを 损く時は、必ず電源 コードの 
プラグ部を持って损いて < ださい。 

• 長い時間使わないとさは、アダプターをコン 
セントから抜いてください。 


6/11が〇〇曲無線技術につい 
て 

がリ efoot が無線技綱ま、パソコンやデジタルカ 
メラなどのデジタル機器同±で通信を巧ラため 
の近距離無線技術です。およそ1日 m 程度までの 
距離で通信を行ラことびでさます。必要に応じ 
て2つの機器をつなげて使ラのび一般的な使い方 
ですび、1つの機器に同時に複数の機器をつなげ 
て使うこともあります。 

無線技術によって USB のように機器同±をケー 
ブルでつなぐ必要はなく、また、赤外線技術の 
よラに機器同±を向かい合わせたりする必要ち 
ありません。例えばが方の機器をかばんやポケッ 
卜に入れて使ラことをでさます。 

が U が00め標準規格は世界中の数千社の会社び賛 
同している世界標準規格であり、世界中のさま 
ざまなメーカーの製品で採巧されています。 

B /1/ e 化〇が!機能の巧応 JI — ジヨンと 
プ□ファイル 

プ□ファイルとは、が U が00ホ機器の特性ごとに 
機能を標準化したちのです。本機は下記の 
6 /uefoot わバージョンとプ□ファイルに対応して 
います。 


対応 8/uel: 00け}バージョン‘. 

が U が 0 がわ標準規格 Ver . 2.1+ EDR * i 準拠 
对応 Bluetooth プ□ファイル： 

- A 2 DP(Advanced Audio Distribution 
Profile ) :高音質な音楽コンテンツを送受信す 
る。 

- AVRCP 1.3 (Audio Video Remote Control 
Profile ): 再生、一時停止、停止など、 AV 機器 
を操作する。 

*' Enhanced Data Rate の略 

通信有効節囲 

見通し距離で約1 0 mUl 内で使巧してください。 

切下の状況においては、通信有効範囲び短くな 
ることびあります。 

-が ueto がわ接続している機器の間に、人体や金 
属、壁などの障害物びある場合 
—無線 LAN び構築されている場所 
一電子レンジを使用中の周辺 
一その他の電磁波び発生している場所 

他機おか5の該響 

がリが 00 か機器と無線 LAN ( IEEE 802.1 1 b / a ) は同 
一周波数帯 (2.4 GHz ) を使用するため、無線 LAN 
を搭載した機器の近辺で使巧すると、電波干渉 
び発生し、通信速度の低下、雑音や接続不能の 
原因になる場合びあります。この場合、なの巧 
策を行ってください。 

一本機と携帯電話を接続するとをは、無線 LAN 
から 10 m な上離れたところで行ラ。 

-10 m 拟内で使巧する場合は、無線 LAN ! の電源 
を切る。 

化機器への誘響 

が U が00ホ機器び発生する電波は、電子医療機器 
などの動作に影響を与える可能'化びあります。 
場合によっては事故を発生させる原因になりま 
すので、次の場所では本機およびだ山が0がわ機器 
の電源を切って <ださい。 

一 病院内/電車内/航空機内/ガソ I 」ンスタン 
ドなど弓 I 火性ガスの発生する場所 
-自動ドアや火災報知機の近< 

ごま意 

• が ueto (加磯能を使うには、相手側だ/ uetoo ホ 
機器び本機と同じプ□ファイルに対応してい 
る必要びあります。 

ただし、同じプ□ファイルに対応していても、 
が uetoo か機器の仕様により機能び異なる場合 
びあ0ます。 

• が ueto がわ無線技術の特性により、送信側での 
音声•音楽再生に比べて、本磯側での再生びわ 
ずかに遅れます。 

• 本機は、 6/ U が00化無線技術を使巧した通信時 
のセキュ U テイとして、がリが〇〇ホ標準規格に 
準拠したセキュ U ティ機能に対応しておりま 
すび、設定内容等によってセキュ U テイび充 
分でない場合びあります。がリが〇がわ無線通信 
を行ラ際はご注意ください。 

• が ueto がわ技術を使用した通信時に情報の漏洩 
び発生しましてち、弊社としては一切の責任 
を負いかねますので、あらかじめご了承<だ 
さい。 

•本機と接続するぶ uetoo ホ機器は 、 Bluetooth 
S にの定める 6/ u が00化標準規格に適合し、認 
証を取得している必要びあります。ただし、 
Bluetooth 標準規格に適合していてち、 

が ueto がわ機器の特性や仕様によっては、接続 
でをない、操作方法や表お•動作び異なるなど 
の現象び発生する場合びあります。 

• 本機と接続するが U が00化機器や通信環境、周 
囲の状況によっては、雑音び入ったり、音び 
途切れたりすることびあります。 


が障とお考えになる前に 

本機び正しく動作しないとをは、下記の項目を 
チェックして < ださい。 

それでち正しく動作しないとさは、ソニーの相談窓 □ 
またはお買い上げ店にお問い合わせ < ださい。 


惧通 I 

音が出ない 

• 本機と再生機器の電源び入っているか確認す 
る。 

• V 0 LUME + またはーボタン（リモコンの場合、 
V 0 L 十またはーボタン)で音量を調節する。 

• 再生機器の音量を音びひずまない範囲ででを 
る限り大きくする。音量の調節については、 
再生機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

• 本機と再生機器を正しく接続しているか確認 
する。 

音が小さい 

• 再生機器の音量を音びひずまない範囲ででを 
る限り大きくする。音量の調節については、 
再生機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

• V 0 LUME + またはーボタン（リモコンの場合、 
V 0 L + またはーボタン)で音量を調節する。 


音がひずむ 

• 再生機器の音量を音びひずまなくなるまで下 
げる。音量の調節については、再生機器に付 
属の取掘説明書をご覧 < ださい。 

• 再生機器のバスブースト機能を無効にする。 

• 本機の音量を下げる。 

音が割れる、またはノイズが出る 

• 本機と再生機器を正しく接続しているか確認 
する。 

• 再生機器をテレビに近すざる所に設置してい 
ないか確認する。 

•外部機器を接続しない時は 、 AUDIO IN ジャッ 
クから接続ケープルを取りがして下さい。 

ラジオなどが受信でをない。 

• ラジオまたはワンセグチューナー巧蔵機器を 
接続した場合、放送び受信でをない、または 
感度び大を < 低下ずることびあります。 

雑音が入る。 

• 携帯電話などを本機から離して使巧する。 


| が 1 / が 00 か部 | 

音が出ない 

• 本機とだ/ ueto がわ機器の距離び離れすぎていな 
いか、無線 LAN や他の 2.4 GHz 無線機器や電 
モレンジなどの影響を受けていないか確認す 
る。 

• 本機とだ/ uetoo か機器を正しくだ/ uetoo ホ接続 
しているか確認する。 

• 本機とだ/ uetoo ホ磯器を再度ペアリングする。 

音が途切れたり、通信距離が短い 

• 無線 LAN や他のがりが00ホ磯器、電子レンジを 
使用している場所など、電磁波を発生する機 
器びある場合は、その機器から離れてご使用 
<ださい。 

• 本機とだ/ uetoo か機器との間に障害物びある場 
合は、障害物を避けるか取り除いてください。 

• 本機とだ / U が0がわ機器をでさるだけ近付ける。 

• 本機の位置を変える。 

• 接続相手のが u が00ホ機器の位置を変える。 

ペアリングでをない 

• 本機とだ/リが〇がわ機器をなるべく近付けてから 
ペアリングを行ラ。 

映像より音が遅れる 

• ワンセグや動画を見ている場合、音び映儘ぶ 
り遅れて聞こえる場合びあります。 

B / U が〇〇か接続ができない 

• 相手側だ/リが〇〇ホ機器の電源び入っていて 
だ/ uetoo ホ機能び有効になっていることを確認 
する。 

• だ山が00ホ接続び切断されている。 

ちラー度がリが〇がわ接続を開始する。 

1" ウォークマン"自り 

"ウォークマン"から音が出ない。 

• "ウ ォーク マン"びしっかり接続されているか 
確認する。 

• "ウォークマン"フアンクションに切り換わっ 
ているか確認する。 

• 対象機種の"ウォークマン"か確認する。 

本機から"ウォークマン"の操作ができない。 

• "ウォークマン"びしっかり接続されているか 
確認する。 

• 操作によっては対応していないちのびありま 
す。その場合は"ウォークマン"本体で操作す 
る。 

• 1」モコンの BACK 、 OPTION 、 HOME ボタンに 
対応していない"ウォークマン"びあります。 
対応する"ウォークマン’は、 NW - S 760/ 
S 760 BT / S 760 K シリーズです。（201]年10 
月現在） 

その他の機種には対応していません。 

"ウォークマン"の巧電ができない。 

• "ウォークマン"びしっかり接続されているか 
確認する。 

IAUDI 0 IN 部 I 

音が出ない。 

• オーディオケープルびしっかり接続されてい 
るか確認する。 

• AUDIO IN フアンクションに切り鞭ねっている 
か確認する。 

• 相手機器び再生状態になっているか確認す 
る。 

音量が小さい。 

• 本機と接続しているが部機器の音量を確認す 
る。 

りモコン部 I 

リモコンび動作しない。 

• U モコンの電地び消耗していたら、新しいも 
のと交換する。 

• U モコン受光部び正しく受信できる方向に U 
モコンを向けているか確認する。 

•U モコ ン受光部をふさびない。 


• 直射日光や壁光ななどの強い光び当たる場所 
に U モコン受光部をさらさない。 

• リモコンは、本機のなるべく近くで使巧する。 


まな仕様 

"ウ オーク マン"卽 


出力 

DC 5 V 

最大 

500 mA 

-般 

スピーカー 

サテライトスピーカー： 

4.8 cm 、 8 D 
サブウーファー： 

9.0 cm 、 4 D 

入力 

AUDIO IN 端子(直径 3.5 mm 
ステレオ S ニジャック） 

出力 

15 W +15 W +30 W (全高調波 
歪10 %切下） ClEITA # i ) 

電源 

外部電源端子定格 DC IN 19.5 V 
家庭用電源 (AC 100 V 、 

50 Hz /60 Hz ) 

最大外お寸法 

約 401 mm X 176 mm x 

160 mm 

(幅 X 局!さ X 奧わさ、最大突起 
部含む )(」 EITA * i ) 

質量 

約 SJSkg 

B/uefoo か部 

通信方式 

6/ u が 00 か標準規格 Ver . 
2.1 +EDR が 

出力 

6/ u が 00 か標準規格 Power 

Class 2 

最大通信距離 

見通し距離約10 m > 3 

使用周液数帯域 

2.4 GHz toC 2.4000 GHz - 
2.4835 GHz ) 

変調方式 

FHSS 

対応 B 山が〇〇かプ□フ アイ ル* 4 

A 2 DP(Advanced Audio 

Dis が bution Profile)、AVRCP 
1.3 (Audio Video Remote 
Control Profile ) 

対応 コーデ ック， 

SBC * 扫 


対応コンテンツ保護 

SCMS - T 方式 

伝送帯域 ( A 2 DP ) 

20 Hz - 20,000 Hz (44.1 kHz 
サンプ U ング時） 


付属品 

AC アダプター （1) 

電源コードり)が 
U モコン （ U チウム電池入り） （1) 

取掘説明書(本書） （1) 

スタートアップガイド （1) 

イ呆罰書 (1) 

製品登録のおすすめ （1) 

本機の使用上の注意事項 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内り） 

JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 
Enhanced Data Rate の略 

通信距離は目安です。周囲環境により通信距離び変わ 
る場合びあります。 

*4 Bluetooth プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の特性 
ごとに機能を標準化したをのです。 

が音声圧縮変換ち式のこと 
* 6 Subband Codec の略 

w 付属の電源 コー ドは本磯専用です。他の機器ではご使 
用になれません。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく 
変更することびありますび、ご了承<ださい。 


裏面へつづ< 














•対応している"ウオークマン"でも、 本 機にお 
いてすベての操作びできるわけではありませ 
ん /。 

• 一部の地域では販売されていない"ウオークマ 
ン"ちあ0ます。 

ドッキングトレーに"ウオークマ 
ン"を装着する 

1本機正面にあるドッキングトレーを押 
し、引さ出ず。 

2 "ウオークマン"をドックコネクタに装 
着ずる。 

WM - PORT 端子の角度におって差し込んで 
<ださい。 

ご注音 

•安定した接続を確巧するために、"ウォークマン’ 
のケースやカバーをはずして装着してください。 




再をする 

11/の(電源)ボタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

1/の(電源)ランプび点むします。 

2 WALKMAN ボタンを押ず。 

WALKMAN ランプび点なし、ファンクショ 
ンび切り換わります。 

3 ►!! (再生/一時停止）（またはリモコン 
の ► H ) ボタンを巧ず、または"ウォー 
クマン"を操作して、再生を開始ずる。 

ご注音 

• "ウォークマン’の巧態によっては、本機やリモ 
コンの ►ll (再生/一時停止）ボタンびはたらを 
ません。その場合は、"ウォークマン’を操作し 
て再生して < ださい。 

4 VOLUME +/- (またはリモコンの VOL 
+/-) ボタンを押して、音量を調節ず 
る。 

"ウォークマン"を再生/一時停止 
ずる 

►II (再生/一時停止)ボタンを押す。 

ぐちょっと一言 

最大または最ル音量時に VOLUME +/- (または リ 
モコンの VOL +/-) ボタンを押すと、 U アクショ 
ンランプび3回点滅します。 

U アクションランプび3回点滅することで、これ 
ULL 音量び大きく（またはルさく）なりません。 

ドッキングトレーを閉じる 

1"ウォークマン"をドックコネクタか6 
取りはずず。取りはずず場合、ドック 
部をしっかり手で巧さえて、両手で取 
りはずす。 



2本機正面にあるドッキングトレーを、 
□ックびかかるまで押ず。 

ご注意 

•安定した接続を確保するために、"ウォークマ 
ン"のケースやカバーをはずしてドックコネク 
夕に装着してください。 

• "ウォークマン’の装着および取りはずし時は、 
本機のドックコネクタと同じ角度で"ウォーク 
マン"を抜を差ししてください。"ウォークマン- 
を前後に倒 して無理に取りはずそラとすると 
ドックコネクタが破損する恐れびあります。 

• "ウオークマン"を取りはずす前に再生を一時 
停止してください。 


•お使いの"ウォークマン"によっては、"ウォ ー 
クマン"の起動時にスピーカーからノイズび出 
ることびありますび故障ではありません。 

• ご使巧の"ウォークマン"によっては、ダイナ 
ミックノーマライヴ、イコライヴ、 VPT 、 
DSEE 、 スピーカー出力最適化などびオンまた 
は調整されている場合びありますので、オフ 
にしてください。 

• "ウォークマソ’接続种ま、"ウォークマソ’の 
へッドホンからは音は出ません。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に 
接続した場合、ラジオや TV 放送の受信び出来 
なかったり、感度び大幅に低下する場合びあ 
ります。 


リモコンをほう 


初めて付属の I 」モコンをお使いになるとをは、 
絶縁フィルムを取り除いて<ださい。 

本機正面の U モコン受光部に付属のリモコンを 
向けて < ださい。 

U モコンからの受信時には、 U アクションラン 
プび点滅します。 


VOL +と ► H ボタンに凸部(突起)がついていまず。 
1/の(電源)ボタン 

• 電源を入/切する。電源び入ると1/&ランプ(緑 
色)び点なする。 

►II (再生/一時停止)ボタン 
• "ウオークマン"を再生する。または再生中の 
"ウオークマン"を一時停止する。 

• メニューを決定する。* 

(早をり）ボタン 
• 次の曲へ進む。 

• 曲を聞をなびら、聞をたい部分び見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• 一時停止中に"ウオークマン"の表お窓の再生 
時間を見なびら、聞をたい部分び見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• メニュー項目を選ぶ。* 

*( 早戻し）ボタン 

• 前の曲に戻る。再生中にこの操作を行ラと現 
在再生中の曲の頭に戻る。前の曲に戻るには、 
ボタンを2回押す。 

• 曲を聞をなびら、聞をたい部分び見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• 一時停止中に"ウオークマン"の表お窓の再生 
時間を見なびら、聞をたい部分び見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• メニュー項目を選ぶ。* 

♦ (アップ)/* (ダウン）ボタン 
• 次/前のフオルダー(曲のまとまり）の頭出し 


• メニュー項目を選ぶ。* 

WALKMAN ボタン 
• "ウオークマン"を選択する。 

AUDIO IN ボタン 

• AUDIO IN ジャックに接続した機器を選択す 
る。 

BLUETOOTH ボタン 

• 6/ U が00か接続した機器を選択する。 

BACK ボタン* 

• "ウオークマン"の表お窓でリスト画面の階層 
を 上 びったり、前の画面に戻ったりする。 

OPTION ボタン* 

• "ウオークマン"の表お窓にオプションメ 
ニューを表示ずる。 

HOME ボタン* 

•ホー 方ニュ ーにおる。 

V 0 L (音量） +/- ボタン 
• 音量を調節する。 

* 対応ずる‘ウオークマン"は、 NW - S 760/ S 760 BT / 
S 760 K シ U - ズです。 （2011 年10月現在） 
その他の機種には対応していません。 


ごま意 

お使いの"ウォークマン"によっては、 U モコ 
ンの BACK 、 HOME 、 OPTION ボタンでの操 
作はでをません。 

リチウム電池を交換ずるとをは 

U モコンに入っている U チウム電池は、通常の使巧 
では約目ヶ月持続します。電池び消耗すると、リモ 
コンは正常に作動しな<なったり、 U モコンの動作 
距離び短くなったりします。そのよラなとさは、新 
しいソニー製 I 」チウム電池 CR 202 弓と交換して < だ 
さい。 

+側を上にして入れる 



電池に関する警告 

• 長い間ご使用にならないとをは電池を取り出 
して<ださい。過度の放電や液ちれを防ざま 
す。 

リチウム電池に関するごま意 

• 使いをった電池はすぐに廃棄して<ださい。 
電池は幼児の手の届かないところに置いてく 
ださい。万一電池を飲み込んだ場合には、直 
ちに医師と柏談して < ださい。 

• 接触不良を防ぐため、電池を乾いた巧でよく 
拭いて < ださい。 

• 電池を入れるとさは+と一を確かめて<ださ 
い。 

• ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯- 
保管しないでください。電池の+と一び金属 
類とつなびるとショートし、発熱することび 
あります。 

• 直射日光や火の近くなど、温度の高いところ 
に電池を置かないで<ださい。 


A 警告 


電池の+と一の向ををまちびえて入れると破裂する 
恐れびあります。 

内蔵の電池と同ータイプの電油をお使いくださ 
い。 


6/ tietoot /} 接続で使う 

6/ uefoo か接続により、 Bluetooth 搭載"ウォーク 
マン"などで再生する音楽をワイヤレスで楽しめ 
ます。 

対応機種は切下の通りです。 （2011 年10月現在） 


ご注意 

e / uefoo かの接続手臟ま、 NW - S 760 シ U - ズ、 
NW - A 860 シリーズび例になっています。 
その他のだ/ uefoo 化機器と接続する場合は、お使 
いのが U が00め機器に付属の取掘説明書をご覧< 
ださい。 


ペアリングとは 


がリが〇〇か機器では、あらかじめ、接続しようと 
する機器を登録しておく必要びあります。この 
登録のことをペア U ングといいます。 

一度ペアリングすれば、再びペアリングする必 
要はありませんび、切下の場合は再度ペアリン 
グび必要です。 

• 修理を行ったなど、ペア U ング情報び消去さ 
れてしまったとを。 

• 10台 ULL の機器をペアリングしようとしたと 
を。 

本機は9台までの機器をペア U ングすることび 
でさます。9台分をペア U ングしたあと新たな 
機器をペア U ングすると、9台のなかで最後に 
接続した日時び最をちい機器のペア U ング情 
報び、新たな機器の情報で上書をされます。 

• 接続相手の機器から、本機との接続履歴び削 
除されたとを。 

• 本機を初期化したとを。 

すべてのペア U ング情報び消まされます。 
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iij アクションランプ 
•リモコン受光部 


-ドックコネクタ 
( WM - P 0 RT 端子） 

-ドッキングトレー 


VOLUME +と ►H ボタンに凸部(突起)がついていまず。 


こんなことがでさます 

本徽ま、 6/ U が〇〇化無線技術を利巧したワイヤレ 
ス"ウ ォーク マン"ドックです。 

• "ウォークマン’接続対応 WM - P 0 RT 搭載。 

• "ウォークマン’を接続して、室内で音楽を楽 
しむことびでをます。 

• e / uefoo か搭載"ウォークマン"など >の音楽を 
ワイヤレスで楽しむことびでをます。 

• 周囲の電波の影響による音切れび発生しにく 
し、加がわがわ標準規格 Ver .21 + EDR 採用。 

• 外部機器からの音声入力機能。 

• 実効出力 60 W の A イパワーデジタルアンプに 
より、高音質かつ大迫力のサウンドを再現し 
ます。 



が U が〇〇か搭載 本機 

"ウォークマン" 

* 接続する邮/が〇〇か機器び、 A 2 DP (Advanced 
Audio Distribution Profile ) に巧応している必要びあ 
ります。 


電源を準備する 


電源管理システム 

"ウォークマン’（または AUDI 日 IN ジャックに接 
続された機器、が u が0がわ接続された機器)の再 
生び停止してから約20分間何ち操作しないと、 
本機の電源は自動的に切れます。 

AC アダプターを接続ずる 

付属の AC アダプターを本機背面の DC IN 19.5 V 
ジャックにしっかり差し込んだあと、コンセン 
卜に差し込む。 

AC アダプターに関するごま 意 

この製品には、付属の AC アダプターをご使用く 
ださい。付属！;(がの AC アダプターを使用する 
と、故障の原因になることびあります。 



"ウォークマン"を本機で巧電する 
には 

AC アダプターをコンセントにつなぎ、本機に 
"ウォークマン"を接続して < ださい。 

充電び自動的に開始します。巧電の状態は 
"ウォークマン"本体に表示されます。詳しくは、 
お使いの"ウォークマン"の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

ごま意 

AC アダプターを本機とコンセントに接続してい 
ると去は、"ウォークマン"の電源び入っている 
場合、または入っていない場合にも充電されま 
す。 

本機の電源を入/切する 

1/& (電源)ボタンを巧す。 

電源び入ると1/の(電源)ランプ(緑色)び点なしま 
す。 

本機または U モコン操作受信時にリアクション 
ランプび点滅します。 


"ウオークマン"を聞< 

本機に対応する"ウオークマン" 

WM - PORT (22 ピン)搭載"ウオークマン"でご利 
用でさまず。 

WM - P 0 RT は、"ウオークマン’とアクセサリー 
を接続する専用マルチ端テです。 

本機の対応機種について詳しくは、下記のホー 
ムページまたは"ウオークマン"、カタ□グをご 
覧< ださい。 

http :// www . sony . cojp / walkman - support / 


S NW - S 760 

シ IJ ーズ シ IJ ーズ 

NW - S 760 K 
シ IJ ーズ 

NW - S 760 BT 
シ IJ ーズ 

NW - S 750 
シ IJ — ズ 

NW - S 750 K 
シ IJ ーズ 

NW - S 740 
シ IJ ーズ 

NW - S 740 K 
シ IJ ーズ 

NW - S 730 F 
シ IJ ーズ 

NW - S 730 FK 
シ IJ ーズ 

NW - S 640 
シ IJ ーズ 

NW - S 640 K 
シ IJ — ズ 

NW - S 630 F 
シ IJ — ズ 

NW - S 630 FK 
シ IJ ーズ 

A NW - A 860 

シリーズ シリーズ 

NW - A 850 
シ U —ズ 

NW - A 840 
シ IJ ーブ 

NW - A 820 
シ IJ ーズ 

E NW - E 050 

シ IJ - ■ズ シ IJ 一 ;X 

X NW - X 1000 

シ IJ ーズ シリーズ 

" 2011年10月現在 


ご注意 

• 本徽ま"ウォークマン"の音声再生機能にのみ 
対応しています。 

• "ウォークマン’は電源を入れないと動作しま 
せん。操作する前に"ウォークマン"の電源を 
入れて < ださい。 

• "ウォークマン"の接続および取りはずし時 
は、本機をしっかり押さえてください。 

• "ウォークマン’を接続したまま本機を持ち運 
ばないで < ださい。 

• 対応 urn の"ウォークマン"を本機に接続しな 
いでください。本機で対応していない"ウォー 
クマン"を使用した隙の動作はな罰しておりま 
せん。 

• ソニーは本機に接続した"ウォークマン"に記 
録されたデータの破壊や損失について、責任 
を負いません。 


NW - S 766/ S 765/ S 764 


NW - S 765 K / S 764 K 


NW - S 756/ S 755/ S 754 


NW - S 755 K / S 754 K 


NW - S 746/ S 745/ S 744 


NW - S 745 K / S 744 K 


NW - S 739 F / S 738 F / 

S 736 F 

NW - S 738 FK / S 736 FK 


NW - S 645/ S 644 


NW - S 645 K / S 644 K 


NW - S 639 F / S 638 F / 

S 636 F 


NW - S 638 FK / S 636 FK 


NW - A 867/ A 866 / 
A 865 

NW - A 857/ A 856 / 
A 855 

NW - A 847/ A 846 / 
A 845 

NW - A 829/ A 828 


NW - E 053/ E 052 / 
E 053 K / E 052 K 

NW - X 1060/ X 1050 



s 

シ u —ズ 

NW-S760 
シ IJ ーズ 

NW-S766/S765/S764 


NW-S760K 
シ IJ ーズ 

NW-S765K/S764K 


NW-S760BT 
シ IJ ーズ 

NW-S764BT 

A 

シ IJ ーズ 

NW-A860 
シ IJ ーズ 

NW-A867/A866/A865 


NW-A820 
シ IJ ーズ 

NW-A829/A828 
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本機のランプ表示について 


状態 

BLUETOOTH 
ランプ（青色） 

1/の ランプ 
(緑色） 

ペアリング中 

速く点滅 

点灯 

Bluetooth 
待ち受け中 
(電源オン時） 

点減 

点灯 

Bluetooth 
待ちをけ中 
(Bluetooth 
スタンバイ時） 

ゆつ< り点滅 

消灯 

Bluetooth 
接続中 

点灯 

点灯 


ペアリングずる 



ウ オーク マン ■ 


ごミ主意 

• が ue の0か接続び完了する前に本機または 
Bluetooth mm "ウォークマン’’の電源を切った 
攝合、ペア U ング情報び記録されず、ペア U ング 
び完了しません。 

• 相手側が U が00か磯器によっては、パスキー*の 
入力を要ホされなレ堤合びあ D ます。お使いの機 
器に付属の取扱説明書をご覽<ださい。 

• 検出した機器の一覧を表示でをないか U が00ホ搭 
載‘ウォークマン’や画面びない機器とペア U ン 
グするときは本機とぶリが00め搭載"ウォークマ 
ン’の両方をペア U ングモードにずることでペア 
U ングでさる場合びあ0ます。詳しくは、お使い 
のぶ U が00か搭載"ウォークマン’に付属の巧扱 
説明書をご覧 < ださい。 

• ぶ ue の0か接続中に、ドックに接続された‘ウォ ー 
クマン’の操作はでをません。 

•本機のバスキーは「0000」に固定されています。 
バスキーび「0000」ではないが U が00ホ磯器と 
ペア U ングすることはでをません。 

• 本機の音量操作で送信側 Bluetooth 機器の音量を 
調節することはでをません。 

• iU 下の場合、ちラー度が U が00か接続をする必要 
び志 D ます。 

一本磯の電源び切れている。 

- かりが00か搭載‘ウォークマン"の電源び切れ 
ている、または Bluetooth 機能び無効になっ 
てし)る。 

一 S / U が00か接続び切断されている。 

* バスキーは、バスコード、 PIN コード、 PIN ナン 
バー、バスワードなどと呼ばれる場合びあ0ま 
す。 


別売りのか部機器をつなぐ 

携帯デジタル S ユージックプレーヤーなどのが部機 
器を本機に接続して、スピーカーから流れる音を 
楽しむことびでをます。接続する前にすベての機 
器の電源を切ってください。 

1 本機背面の AUDIO IN ジャックとが部 
機器をオーディオケーブル(別売り）で 
しっかり接続ずる。 

2 l / c !)( 電源)ボタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

1/の(電源)ランプび点むします。 

3本機に接続した列部機器の電源を入れ 
る。 

4 AUDIO IN ボタンを押ず。 

5外部機器を操作して再生ずる。 

本機の スピーカーから 音び流れます。 

6音量を調節する。 

が部機器を適切な音量にし、本機の 
VOLUME +/- (または U モコンの V 0 L +/-) 
ボタンを押して調節します。 


1 本機の BLU ET 00 TH ボタンを2秒む上 
押し続ける。 

本機の BLUETOOTH ランプ(青色)び速く点 
滅し始めたらボタンを離して<ださい。本 
機びペア U ングモードになります。 

ごま意 

. 本機のペア U ングモードは、約5分で解除されま 
す。手順び完了する前に本機のペアリングモード 
びお除されてしまった場合は、ちラー度手順1か 
ら操作を行ってください。 

• 本機にペアリング情報び登録されていない場合、 
BLUETOOTH ファンクシヨンに切り替えると自 
動的にぺアリングモードになります。 

その場合は、ペアリングでードは解除されません。 

2 B/ue れ〇か搭載"ウォークマン"側の 

ホームメニューから 0( B / iiefoo が！） 

を選択ずる。 


QiBluetooth) 


4 「周辺機器検索 J の画面が表示されま 
ず。 

検出した機器の一覧びだ/ ue め0か搭載 
"ウオークマン"の画面に表示されます。本 
機は rRDP - NWX 500 B 」 と表示されます。 
「 RDP - NWX 500 B 」 と画面に表おされない場 
合は、もラー度手順1から操作を巧ってくだ 
さい。 

ごま意 

• ペアリングするときは、両方のか ue め0ホ機器を、 
1 m な内に置いてください。 

• 機器によっては検出した機器の一賣を表示でさな 
い場合びあります。 

5 B/ue れ〇か搭載"ウオークマン"の画面 
に表示されている rRDP - NWX 500 BJ 
を選択ずる。 

6 B/uefoof わ搭載"ウオークマン"か6 
B/u が oof わ接続操作を行う。 

お使いの機器によっては、ペア U ングび売 
了すると自動的にが U が00か接続を開始する 
場合びあ0ます。 

正しく接続できると、 Blueto 日け}ランプ(青 
色)び点灯し、ペア U ング情報び本機に記録 



’クちょっと一言 

• 複数のだ/りが0がわ機器とペアリングするには、 
ペアリングしたい機器ごとに手順1〜6を繰り 
返して < ださい。 

• 接続履歴びない場合の初期設定は、ペアリン 
グモードにな0ます。 

が!接続で音楽を聞く 

操作をはじめる前に、切下の点をご確認くださ 
い。 

• 柏手側のがりが00ホ搭載"ウォークマン"の 
が ueto がわ機能び有効になっている。 

• 本機と相手側の則が footh 搭載"ウォークマン’’ 
のペア1」ングび完了している。 

• 本機の BLUETOOTH フアンクションに切り換 
えている。 

1相手側のが11が〇〇か搭載"ウォークマ 
ン"か6本機へ、 B /1/ e れ〇か接続を開 
おずる。 

正しく接続できると BLUETOOTH ランプ(青 
色)び点なします。 

2リモ]ンまたは"ウォークマン"を操作 
して、再生を開始ずる。 

で:ちき 

6/ U が00か機器のバスブースト機能やイコラ 
イヴー機能は無効にしてください。これら 
の機能び有効になっていると音びひずむこ 
とびあ0ます。 

3音量を調節する。 

"ウォークマン"を適度な音量にして、 
VOLUME +/- (またはリモコンの V 0 L +/-) 
ボタンで調節する。 

6/|1が00が!接続を切断するには 

■ UTF の手順のいずれかでだ / u が00化接続を切断し 
て < ださい。 

-が ueto がわ搭載"ウォークマン"を操作して接続 
を切断する。詳しくは、機器に付属の取扳説 
明書をご覧ください。 

-が uetoo ホ搭載"ウオークマン"の電源を切る。 
一本機の電源を切る。 


S/tiefoo が!スタンバイについて 



"ウ オーク マン" 

電源び入っていない状態でち、 Bfuetoath 接続待 
ち状態にすることびできまず。 

設定を有効にするには、本体の BLUETOOTH ボ 
タンを押しなびら、本体の1/&(電源)ボタンを巧 
します。2つのボタンを2お)切上巧します。 

相手側から技/(がの〇か接続操作を行ラことで、本 
体の電源びオンになり、がりが00ホ接続で音声を 
聞 < ことびでをます。 

ペア U ング履歴び残っていない場合、待受けし 
ません。 

スタンバイモードを解除ずるには 

本体電源びオンになったとを、ちラー度本体の 
BLUETOOTH ボタンと本体の1/の(電源)ボタンを 


ごま意 

• 使用するオーディオケープルは、が部機器に 
よって異なります。接続する列部機器に適し 
たケーブルを使用して < ださい。 

• 音量びルさい場合はまずが部機器の音量調節 
をしてください。それでちかさい場合には本 
機の音量を調節してください。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に 
接続した場合、ラジオや TV 放送の受信び出来 
なかったり、感度び大幅に低下する場合びあ 
ります。 


本機を初期化する 

本機をお買い上げ時の設定に戻し、すべてのぺ 
ア I 」ング情報を削除します。 

11/(1)(電源)ボタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

2 ドックコネクタか 5" ウォークマン"を 
取りはずす。 

3 VOLUME - を長押ししなび51/の(電 
源)ボタンを押す。2つのボタンを5秒 
1 U 上押ず。 

初期化した後、1/&(電源)ランプび2砂\亩:滅 
します。 


商標 

• "ウォークマン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " 
□二 f は、ソニー株式尝社の登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、 
製品名は、一般に各開発一力一の登録商標 
あるいは商標です。なお、本文中には™、@マー 
クは明記していません。 


されます。 


同時に2秒間押す。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


巧い方相談ち □ 


http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル . 

携帯電話’ PHS ’ 一部の IP 電話- 


修巧巧設•巧口 


0120 -333-020 
0466-31-2511 


フリーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話 . PHS . —部の IP 電話.' 0466-31 -2531 

※取扱説巧書 ’ U モコン等の睛入相談はこちらへお問い合わはくだごい。 

FAX (共适 ） 01 20-333-389 


左記ま号へ接続を、 
最初のガイダンスび 
流れている間に 

r 3 0 9j+r#j 

を巧して < ださい。 
直接、担当窓□へ 
おつなざしまず。 


ソこ一株式会社〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7- 1 
















